
14広報ありだがわ　2019.2広報ありだがわ　2019.2

「
救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
も
な
く
、

自
分
で
病
院
に
行
け
る
が
、
休
日
な

ど
で
診
察
し
て
く
れ
る
病
院
が
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

そ
ん
な
時
は

「
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
」
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に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
24
時
間
体

制
で
病
院
を
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
の
病
気
な
ど
の
相

談
は

「
子
ど
も
の
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
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０
０
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（
携
帯
電
話
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）

☎
０
７
３
‐
４
３
１
‐
８
０
０
０

　
（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
平
日　

19
時
～
翌
朝
９
時

　

土
日
祝　

９
時
～
翌
朝
９
時

消
防
署
で
も
診
察
可
能
な
病
院
の

情
報
は
お
伝
え
で
き
ま
す
が
、
詳
し

い
容
態
確
認
が
必
要
に
な
る
た
め
、

ご
本
人
な
ど
か
ら
直
接
連
絡
・
確
認

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
、
大
阪
府
内
の
大
型
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
が
ほ
ぼ
全
焼
す
る
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
原
因
は
、
複
数
の
使
用
済

み
ボ
タ
ン
電
池
が
重
な
り
接
触
し
た
こ
と

で
シ
ョ
ー
ト
し
、
発
火
し
た
た
め
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
も
同
様
の

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ボ
タ
ン
電
池
は
電
気
を
通
し
や
す
い
物

と
一
緒
に
保
管
す
る
と
、
シ
ョ
ー
ト
し
て

発
熱
や
破
裂
を
引
き
起
こ
す
危
険
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
ヘ
ア
ピ
ン
、
コ

イ
ン
、
鍵
な
ど
の
金

属
と
一
緒
に
持
ち
込

ん
だ
り
保
管
し
た
り

し
な
い
よ
う
、
注
意

が
必
要
で
す
。
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（
平
成
30
年
12
月
31
日
現
在
）

消
防
だ
よ
り

有
田
川
町
消
防
本
部	
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今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

　　　　　　　

取り付けていますか？
住宅用火災警報器

全ての寝室と階段（2 階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

本当に必要？ 救急車の適正利用にご協力を！

対
策

包
装
か
ら
取
り
出
し
た

後
の
ボ
タ
ン
電
池
を
保

管
・
処
分
す
る
際
に
は
、

シ
ョ
ー
ト
を
防
ぐ
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
電
池
の
す
べ

て
の
電
極
に
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ
な
ど
を
貼
り
付
け

る
な
ど
し
て
、
絶
縁
し
ま

し
ょ
う
。

ボ
タ
ン
電
池
に
限
ら
ず
、

他
の
形
状
の
電
池
も
同
様

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
心
肺
蘇
生
法

皆
さ
ま
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
ご
存
じ
で
す
か
？

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、「
自
動
体
外
式
細
動
器
」

の
こ
と
で
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
る
た
め
の
機
器
で
す
。

ボ
タ
ン
電
池
か
ら
の
出
火

「
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

心
臓
が
止
ま
る
の
は
、
心
臓
が
ブ
ル
ブ
ル

と
細
か
く
震
え
る
「
心
室
細
動
」
が
原
因

と
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
の
細
か
い
震

え
を
取
り
除
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ

て
自
動
的
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か
ど

う
か
、
指
示
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
一
般
の
人
で
も
、
簡
単
・
確
実
に
操

作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
田
川
町
内
に
も
、
公
共
施
設
や
銀
行

な
ど
、69
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す（
平

成
30
年
12
月
31
日
現
在
）。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
肺
停
止
状
態
の
傷
病
者
に

対
し
て
有
効
な
機
器
で
す
が
、
さ
ら
に
重

要
な
の
は
「
心
肺
蘇
生
法
」
で
す
。
安
全

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
で
き
、
自
信
を
持
っ
て

心
肺
蘇
生
法
を
行
え
る
よ
う
に
、
救
急
講

習
の
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
救
急
講
習
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
有
田
川
町
消
防

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）
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